
第 17回一関市総合教育会議 

日 時 令和５年７月３日（月）14 時 00 分～15 時 30 分 

場 所 花泉小学校１階多目的ホール 

次   第 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 懇 談 

  不登校児童生徒の多様な学びの場について 

４ 閉 会 

一関市教育に関する大綱 

【基本目標】 

  学びを広げ、人と地域が共に育ち、一関の未来を創る 

【基本方針】 

１ 生涯にわたる学びを応援し、まちづくりを担い、活躍する人づくりを進める 

（縦軸の人づくり）  

２ 学校・家庭・地域の連携を深め、心豊かにたくましく生きる人づくりを進める 

（横軸の人づくり）  

３ 郷土の歴史と文化を誇りにし、未来を創造する人づくりを進める 

（時間軸の人づくり） 



氏　名 備　考

市長 佐藤　善仁

教育委員会 教育長 小菅　正晴

委員 伊藤　一志

委員 佐藤　一伯

委員 桂島　加奈子

委員 大浪　友子

氏　名 備　考

教育部 教育部長 及川　和也

教育総務課長 遠藤　　実

文化財課長
兼骨寺荘園室長

氏家　克典

学校教育課　主幹 南浦　元

教育総務課　庶務係長 宮野　真知子

まちづくり推進部 いきがいづくり課長 伊藤　信子

市長公室 市長公室長 菅原　　稔

市長公室次長
兼政策企画課長

飯村　昌弘

政策企画課課長補佐
兼政策推進係長

鈴木　敏宏

政策企画課　主任主事 渡辺　苑子

職

第17回一関市総合教育会議　出席者名簿

【構成員】

【事務局等】
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　　　　　　　　場所：花泉小学校１階多目的ホール

　　　　　　　　日時：令和５年７月３日(月)14：00～15：30



       小学校 ９校に１８人

       中学校１２校に４２人

   【内訳】

    ○不登校報告者の別室登校者数

     小学校 ４校に ４人

     中学校 ９校に２０人

    ○不登校報告者以外の別室登校者数

     小学校 ５校に１０人

     中学校 ９校に１３人

    ○「たんぽぽ」活用

     小学校 ３校に ４人

     中学校 ６校に ９人

    ○タッチ登校者数

     小学校 ４校に ６人

     中学校 ９校に１５人

不登校の現状 

総合教育会議資料 

現状(令和４年度 30 日以上欠席の児童生徒数) 

30 日以上欠席者出現率（1000 人あたりの割合）  

不登校児童生徒の欠席日数別グラフ                

不登校の要因                          

不登校減少に向けた組織的取組 

児童（生徒）が、自己の存在感を実感しながら、よりよい人間関係を形成
し、有意義で充実した学校生活を送る中で、現在及び将来における自己実現
を図っていくことができるよう、児童（生徒）理解を深め、学習指導と関連
付けながら、生徒指導の充実を図ること。

（小・中学校学習指導要領 第１章第４の１）

未

然

防

止

○豊かな人間性の育成 
○生徒指導の三機能を生かした「居場所づくり」と「絆づくり」 
○命の教育と自殺の予防 

不登校の「治療的予防」 
・前年度までの欠席状況等の洗い出しと確実な把握（累計 10 日
以上の欠席） 
・課題のある児童生徒に対する教育相談 

○児童生徒の些細な変化への気付き 
○支援体制の充実（家庭・地域・関係機関等との連携） 
・スクールカウンセラー９人 23 校への配置(県事業) 
・スクールソーシャルワーカー１人５校への配置（県事業） 
・適応支援相談員７人８校への配置（市事業） 
・相談機関等の情報周知と関係機関との連携 

早

期

発

見
「原因」「きっかけ」「要因」の把握 
・実態把握 ・背景の把握 ・共感的理解
・養護教諭、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカ
ー、適応支援相談員との連携

○全教職員による組織的対応 
○関係機関と連携した対応 
・一関市教育研究所教育相談員による学校訪問（学校不適応の解決に
向けた訪問相談） 
・教育支援センターたんぽぽ広場（山目・千厩）での活動、学校適応
教育相談、自然体験活動 

早

期

対

応

継続的なつながり 
・欠席３日を待たずに行動 
・支援会議を開いてゴールを共有し、児童生徒の状況及び不登校
の要因に応じた支援プランをもとに組織で継続的に対応

地域別不登校の状況（令和４年度）

小学校 中学校 合計

一関 34 66 100 

花泉 7 21 28 

大東 4 13 17 

千厩 2 9 11 

東山 4 7 11 

室根 0 2 2 

川崎 4 3 7 

藤沢 1 13 14 

56 134 190 

別室登校の現状（R5.6 月末現在）

いじめと不登校への対応 


